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み

な

さ

4

一
、
場
所
大
喜
怒
立
地
内

J
、
堅
議
一
一
一
八
、

0
0
0高

寄
e

こ
ど
も
達
の
夢
の
殿
堂

「
海
の
子
供
の
国
」
着
工

昭和 4'4年寸 0;ヨ29日

総
工
事
費
六
億
四
千
万
円
で

完成予定図「海の子供の国J

し、

写民・

お

命
事l
力
の
知
識
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寸

一

衛

腕

時

間

見

一

河

川

町

b

d日
前
日
い
妻
、
第
一
軒
町
時
当
日
仏
間
言
明
日
の
苧
和
田
本
を
討
え
る
若
い
力

一
岩
田
か
ら
量
生
徒
を
す
、
よ
い
霊
中
学
校
を
皮
切
り
に
、
警
小
学
校
、
鹿
島
建
設
株
式
会
社
の
手
に
よ
っ
て
着
一
陸
・
海
・
空
・
自
衛
官
募
集

一
の
中
季
語
動
が
で
き
る
よ
っ
に
と
辞
小
学
校
、
室
率
校
と
他
員
長
年
一
一
月
完
成
を
め
ざ
じ
て
、
急
一
回
諮
問
世
間
誤
信
説
諮
問
訪
問
比

一

事

務

げ

て

防

護

舎

の

建

築

事

望

を

み

な

い

順

調

な

ぺ

l
ス
で
次
々
長
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
一
ど
無
条
件
で
有
利
な
採
用
認
を
待
ち
わ
び
て
お
り
ま
す
。

一

議

議

議

際

機

織

機

内

線

機

燃

考

隣

純

一

法

笈

A
|

〕
一
度
海
小
学
校
が
完
成
す
る
と
、
義
一
入
隊
資
格
(
満
十
八
才
以
上
、
二
十
基
4

未
満
の
き
志
願
の

-

一

機

騒

議

機

騒

鱗

機

畿

日

町

の

小

中

学

校

は

審

議

化

さ

れ

、

一

手

続

(

主

撃

の

請

求

と

提

出

先

〉

役

場

総

護

交

通

係

又

詰

千

哲

前

文

京

王

つ

五

五

は

つ

ぎ

の

と

お

り

で

す

。

一

工

式

民

事

官

接

し

て

大

一

欝

線

機

務

総

麓

騒

音

永

久

校

舎

の

素

晴

と

い

露

呈

諸

問

陳

情

場

受

E臼
悩
祭
日
没
の
ぞ
き
い

一

民

自

立

町

立

①

限

時

パ

ポ

ス

線

の

中

央

一

時

間

関

口

町

長

一

環

欝

麟

鞠

離

党

持

日

時

一

長

際

窮

民

間

い

け

い

一

軒

駐

日

告

一

A
同

盟

諸

襲

撃

一

同

時

長

持

一

瞬

機

騒

麟

轍

図

校

ピ

詰

校

の

襲

内

容

は

次

の

と

一

最

善

事

の

建

築

が

議

に

増

加

ロ

権

利

震

(j蓄)

一
っ
て
縄
文
式
事
と
い
う
ナ
ヲ
自
の
っ
て
地
区
「
信
」
大
洗
町
磯
野
一
量
喜
る
も
の
は
見
別
で
あ
り
四

8
一

繍

鰯

繍

槻

麟

鞠

榊

灘

鱗

想

音

急

鉄

筋

コ

シ

ク

y
I
上
一
層
建
、
喜
一
詰
腕
時
に
ゴ
貼
れ
れ
れ
け
一
一
町
臨
時

す

持

民

日

計

一

Lド
自

ド

十

官

ー

佐

官

立

3
2
2喜
奈

瓦

最

高

2
2機
騒

鱗

鞠

輪

予

防

ヘ

盟

主

れ

れ

E
M
f
-問題…喜

一
定
言
語
さ
れ

1
2
7八日
t
i
l
-
2
5は富
刺
突
呉
が
数
一
八
島
大
夫
b

称
名
事
の
互
い
る
現
在
議
事
か
か
っ
て
一
機
犠
鰯
麟
騨
鰻
伊
ト
成
斜
音
楽
図
工
視
菱
重
一
ず
る
こ
と
足
っ
て
お
皇
す
右
に
よ
り
一
所
有
権
移
転
登
記
差
益

一

耕

一

括

判

一

点

司

会

一

点

一

日

間

一

部

即

時

一

時

間

出

雲

轟

聾

完

耕

一

由

主

主

一

一

賄

罪

一

錦

町

一

一

世

間

引

ぃ一時臨時一日円高臨時一時一路一明日
i
ユ
脚
欝
鱗
主
主
題
一
官
官
九
一
諮
問
「

一人

2戸レてい
3
5⑤
調
喜
一
車
い
き
!
?
一
宗
春
義
援
仰
は
り
一
届
は
す
み
や
か
に
一
鱗
繍
麟
織
機
錦
繍
糊
待
選
一
室
一
以
に
今
後
燥
地
高
い
受
け
住
宅
を
君
事

5
2
z

b
一その霊

2
のあ
D
さまがそ一

A
地
区
「
里
一
山
?
離
務
懇
協
議
礎
部
機
認
め
一
誌
の
健
険
悪
意
事
を
一
議
選
襲
撃

3〓
議
総
事
業
費
七
一
、
六
一
六
百
一
季
ょ
っ
と
す
る
場
合
え
事
長
ま
せ
て
は
じ
め
て
還
と
な
ま
。

一
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
寵
麟
齢
鮎
即
応
隅
議
機
総
援
機
織
機
諒
一
一
ぬ
品
、
文
は
入
つ
毒
は
す
季
一
』

j
L
E
J
2
1
F
j
L
(
(
1
)
)
)
i
E
F
h
z
f

一

?
i
z
pるな
お
こ
の
所
有
権
移
転
警
と
地
目
変

一
出
現
時
一
鞠
盤
長
麟
鱗
粉
土
器
諮
問
青
山
一
一
出
品
ス
ト
一
川
押
し
い
一
一
部
γ

一抗議前一

一
霊
童
く
か

EUれ
学
術
忠
一
鱗
鶴
関
機
盤
臨
臨
機
騒
麟
騒
騒
鱗
麟
ふ
叫
制
一
こ
の
届
を
忘
れ
る
と
い
ろ
い
ろ
の
不
一
一
子
よ
回
る
役
付
一
一
謀
議
要
一
ル
一
地
に
道
路
が
あ
る
か
。
一
内
一
げ
色
た
如
〈
農
地
道
い
佳
一

一

首

位

実

離

一

w麟
関

離

笠

持

長

時

唯

一

高

山

防

相

ト

酎

慌

時

τ仕持
持

ユ

ヲ

話

8
1一
hi長
三

塁

諸

時

髭

監

『

一

時

臨

時

開

心

持

麓

鱗

M
L麟鱒
騒

騒

騒

議

日

一

長

守

口

日

間

町

長

官

己

主

一

一

ロ

刊

誌

ト

lil--一戸
時
用
許
可
一
げ
諮
問
宮
る
こ
一

一ておこないました調震より

Z
一
鰭
麟
鱗
鶴
機
織
麟
盤
機
磯
機
織
訟
町
内
塚
一
て
そ
の
ま
ま
屈
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
一
一
苦
言
語
履
一
一
ハ
、
煙
突
五
0
メ

ー

ト

ル

一

行

政

相

談

に

つ

い

て

一

ぽ

遣

い

い

一

し

一

一

『
一
代
日
日
間
以
前
一
軒
江
藤
鱗
麟
織
機
制
機
騒
騒
磯
部
滑
川
綿
織
良
一
で
も
国
侵
入
れ
ず
に
震
に
訟
っ
一
一
こ
食

5
2
4
晶
一
一
一
一
、
炉
体
霊
;
霊

sxf政相
談
と
い
う
の
は
、
署
長
一
四
、
害
建
築
地
で
一
て
一
一
十
時
い
白
書
一

一
堅
持
日
曜
融
問
機
盤
調
路
川
一
円
い
け
れ
わ
苦
吟
い
唯
一
一
ホ
一
一
時
中
笠
S
E

一
昨
諮
問
一
県
野
嘉
一
ド
一
語
版
諮
問
一

一

一

費

問

①

お

不

動

さ

ん

脇

実

質

量

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
ヘ
ロ
ス
ト
ル
警
護
ロ
ス
ト
一
号
君
主
選
っ
た
と
き
一
委
員
会
経
由
に
て
県
に
提
出
し
一
段
一
四
予
新
築
家
屋
の
表
示
登
記
と
一

目
一
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
一
重
袋
詰
山
込
書
反
射
鏡
一

E
Jヒ
¥
一
ル
一
式
、
霊
反
転
耐
震
焼
ロ
一
に
、
助
言
得
昔
、
雪
い
は
そ
の
一
許
可
あ
り
た
る
後
売
買
契
約
三
農
一
塁
記
。
{

一

-

h

一
君
臨
入
寺
入
口
寝
静
金
学
校
一
ご
み
処
理
事
業
の
近
代
イ
ヘ
一
け
一
式
、
塁
審
ロ
ス
一
解
決
を
相
手
方
の
役
所
な
ど
に
あ
っ
せ
一
行

E
長
後
日
問
題
言
一

E
Z
-
【参考】問受

E
iる

2

一
六
躍
で
は
癌
四
十
四
年
度
交
通
一
民
の
皆
さ
ん
を
交
通
事
故
カ
ら
守
る
大
一
入
量
制
町
有
田
さ
ん
窓
会
露
一

s

、
3

，
一
ノ
一
式
、
泊
圧
方
式
原
動
装
置
一
一
ん
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
制
度
で
す
一
こ
す
事
が
な
い
き
で
す
。
菜
、
許
震
に
通
ず
る
道
路
が
な
い
と
き
は

一
一
言
襲
警
ド
時
一
四
時

U
民
計
約
一
川
市
都
鞍
韓
関
郡
一
大
洗
ご
み
焼
却
炉
一
建
設
工
事
着
工
一
ト
訂
華
街
一
て
い
諸
問
十
日
比
の
に
す
は
れ
一
日
時
点
の
容
襲
が
必
要
に
以
前
日
日
投
開
U
九九と

引
こ
の
霊
能
一
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
震
度
道
一
露
審
カ
1
プ
⑬
襲
下
カ
ー
ブ
一
一
十
五
男
電
動
機
一
基
一
秘
密
専
ら
れ
費
用
も
一
訳
か
り
ま
一
里
地
寝
室
ハ
登
記
所
で
き
既
設
道
路
よ
り
塁
け
鼎
警
の
距

…
ぃ
鏡
一
寝
屋
旅
館
下
室
⑬
お
話
さ
ん
一
当
町
に
お
け
る
と
み
処
理
室
は
昭
.
ま
し
た
。
七
一
、
六
二
O
万
円
、
覇
軍
基
度
一
チ
、
謀
議
一
せ
ん
。
一
塁
受
人
及
第
淀
人
の
震
緊
抄
本
離
に
よ
っ
て
新
設
道
路
の
路
市
選

4

心
掛
脇
⑮
覧
医
院
前
⑫
五
分
間
海
霊
土
担
一
干
毒
度
に
建
設
さ
れ
た
八
ト
ン
一
こ
の
よ
っ
な
棄
を
打
開
し
、
環
境
一
九

8
万円、喜一二、豆一
O
万
円
一
ロ
ー
タ
リ
ー
オ
イ
ル
バ
ー
ナ
ー
一
基
一
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
ど
こ
か
で
相
談
一
③
襲
患
の
所
有
者
と
耕
作
者
の
同
っ
て
き
ま
す
。

4

蹴
一
審
議
長
霊
り
⑬
徳
聖
護
一
の
腕
却
能
力
し
か
な
い
旧
式
の
同
第
一
壁
の
向
ト
ぞ
囲
る
た
め
、
昨
年
以
来
一
の
一
一
カ
年
継
続
翼
に
よ
っ
て
施
工
さ
一
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
一
基
一
に
の
っ
て
も
ら
っ
て
一
解
決
し
た
い
と
悩
一
審
距
壁
郡
以
上
一
言
一
間
以
上
。
路

同

盟

主

I
ブ
@
費
集
室
第
一
に
よ
る
号
、
実
費
量
立
一
ご
み
益
事
業
全
般
の
改
善
策
喜
一
れ
ま
す
。
一
刀
、
堅
議
一
ん
で
い
る

z
s
s
o
E需要
君
主
題
巾
距
離
志
望
一
一
五
一
一
一
&

竺
院
カ
l
ブ
⑫
神
山
霊
講
山
米
露
一
と
い
う
す
こ
ぶ
る
原
始
的
非
霊
的
な
し
て
ま
い
虫
色
弟
、
そ
の
一
っ
と
一
炉
体
及
び
そ
の
革
工
事
に
つ
い
て
一
一
翼
ダ
ブ
ル
チ
ヱ
シ
コ
ン
ペ
干
、
一
喜
町
に
お
い
て
皆
さ
ん
の
栂
談
に
一
豊
富
露
首
建
築
物
の
配
置
)
上
霊
一
十
冊
以
在
四
餌
以
上

戸一@大賞池カ
1
プ
。
一
処
理
窪
に
よ
っ
て
処
分
伊
じ
て
い
る
一
し
て
と
み
焼
却
炉
の
撃
事
固
い
た
一
は
九
月
八
日
入
札
の
結
果
、
カ
ラ
ー
一
ス
キ
y

プ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。
富
田
一
応
じ
て
く
れ
る
在
磯
野
間
詳
の
一
若
葉
率
九
許
可
申
請
を
な
し
の
需
で
あ
る
こ
と
。

主
主
超
一

8mmの
道
雲
鏡
一
震
で
あ
り
ま
芸
、
こ
れ
ら
の
喜
主
主
。
そ
の
結
実
去
る
九
月
八
一
ン
炉
工
業
株
式
会
社
に
三
、
一
一
一
O
O
万
一
定
式
要
ハ
ン
カ
1
0

各
一
基
、
億
一
小
沼
棄
さ
ん
で
す
。
一
塁
の
許
可
喜
て
か
ら
次
の
順
序
以
上
霊
長
主
げ

E
E

M
一
が
新
魚
市
場
開
設
を
記
念
し
て
寄
付
さ
一
で
は
、
謀
長
け
る
車
生
活
の
向
一
日
、
二
十
ト
ン
の
処
理
男
若
手
一
円
の
工
票
.
決
定
い
た
し
、
明
年
五
月
一
動
機
一
嘉
一
常
時
自
宅
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
一
に
よ
り
警
を
行
な
つ
こ
と
。
不
思
索
あ
る
場
合
は
地
君
臨
時

以
桔
一
れ
宇
レ
た
。
早
雲
市
場
合
に
設
史
上
、
莞
華
合
の
飛
躍
的
増
加
に
一
機
械
器
建
設
工
事
が
決
定
い
た
し
ま
で
一
干
一
塁
読
を
目
標
に
去
る
十
月
十
一
ヌ
、
前
煙
シ
ャ
ヲ
l
及
び
汚
水
処
理
装
一
す
の
で
、
問
題
を
お
持
ち
の
在
是
非
一
①
所
有
栂
移
転
の
蓄
円
売
買
事
業
委
員
又
は
豊
富
会
事
務
局
に

と
討
し
、
室
の
言
語
っ
て
主
主
な
っ
「
と
を
排
出
置
の
増
加
に
一
主
。
一
一
日
着
工
い
た
を
た
。
工
事
内
容
一
置
翌
五
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
一
申
告
に
挙
運
開
い
合
せ
下
さ
い
。

.
ま
す
。
一
対
処
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
ま
い
D

一
ζ

の
建
設
工
事
は
昭
幅
四
十
四
年
度
一
は
次
の
通
り
で
す
。
一
洗
媛
ポ
ン
プ
他
か
e

一イ、県知事の農地転用許可書

第 49畢

明
ら
か
に
さ
れ
る
三
千
年
前
の
遺
跡

第
一
次
吹
上
遺
跡
(
鶴
岡
)
発
掘
調
査
お
わ
る

一式



ず

、

き

わ

め

て

少

額

の

年

余

お

も

ら

一

四

年

十

月

一

日

か

ら

実

施

さ

れ

ま

す

。

日

長

寿

義

う

恒

例

の

敬

老

会

は

去

る

司

珂

湊

ロ

l
h
5
H
J
1
ク
ラ
ブ
か
ら
祝
い
品
一
今
西
そ
の
B
布
団
が
次
の
還
り
変
質
に

え
ま
せ
ん
か
ら
禾
納
の
あ
る
入
は
、
早
一
っ
き
宇
レ
て
は
該
当
者
は
、
罪
こ
九
月
十
五
日
六
洗
委
ピ
ー
チ
パ
レ
ス
一
が
嫡
ら
れ
、
震
の
誇
が
あ
り
、
式
一
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
季
。

〈

納

め

る

よ

っ

に

し

て

下

さ

い

。

一

の

貸

付

制

度

御

習

さ

れ

ま

す

よ

っ

、

に

お

い

て

七

O
歳
以
上
の
方
々
一
、
二
一
は
と
ど
品
名
く
終
了
主
主
。
一
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の

O
あ
な
た
の
老
後
は
あ
な
た
百
号

ζ
奨

め

い

た

主

ず

。

御

希

望

の

定

一

乏

を

招

待

し

て

盛

大

に

挙

行

さ

れ

一

午

前

十

一

時

、

璽

誌

は

い

り

町

内

一

点

に

つ

い

て

色

襲

下

さ

い

。

一

o

ま
し
た
。
入
一
有
志
の
方
の
詩
吟
剣
舞
が
あ
D
、
待
望
一

あ

な

た

の

老

後

は

あ

な

た

と

自

身

で

一

役

場

厚

生

課

へ

回

出

下

さ

い

一

一

①

臼

憾

の

探

更

も

、

か

か

D
つ
け
の
医

築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安

t一
O
貸

付

裏

金

は

で

い

こ

こ

ろ

み

と

し

て

、

一

の

浪

曲

線

開

入

り

キ

や

し

た

匂

一

師

に

診

療

し

て

も

ら

え

ま

す

が

、

不

一

東

一

家

一

棟

!

大

沼

(

磯

浜

町

出

身

〉

一

行

を

一

一

一

一

門

菊

江

艇

の

白

人

り

観

音

吾

、

一

在

そ

の

他

の

場

合

は

、

深

夜

診

療

担

て
老
後
の
年
金
喜
け
ら
れ
る
き
、
一
資
金
の
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
君
主
議
壁
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
レ
ん
で
一
三
味
線
万
歳
に
続
い
て
、
豪
奏
活
一
当
医
師
の
診
療
を
予
け
て
下
さ
い
。

一O
来
製
聞
を
な
ぐ
す
ζ
と

ふ

だ

ん

の

、

お

草

奇

に

し

た

い

も

一

資

金

の

貸

付

喜

多

け

る

こ

と

に

よ

り

い

た

Zと
に
な
D
、
開
会
の
十
時
一
の
出
演
と
昔
、
警
告
患
で
、
一
⑨
深
夜
は
初
葉
、
往
診
斜
と
も
、
昼

一

十

年

金

は

保

険

艇

の

納

め

て

な

い

一

の

で

す

。

一

経

済

的

自

立

と

善

意

欲

の

重

量

前

に

す

で

に

議

は

九

O

O

霊

越

す

一

最

善

虎

」

語

表

伝

、

自

主

聞

の

組

一

語

に

な

り

ま

す

。

な

お

、

一

事

あ

る

と

年

に

六

高

は

も

ら

え

一

一

員

る

と

認

め

を

四

高

以

上

の

多

数

の

方

々

が

出

席

さ

れ

、

廊

去

一

震

を

の

ご

題

警

が

昔

、

一

往

診

の

場

合

の

定

患

の

負

担

一

一

あ

ふ

れ

る

議

員

の

概

況

と

な

り

色

一

一

と

な

り

ま

す

。

一

一

寡

婦

ハ

た

だ

し

二

十

線

以

上

の

予

が

、

-

一

会

湯

の

償

さ

ん

は

査

定

色

満

足

の

様

一

一
・
l

l

a

-

-

l

i

l

i

-

-ー
一

る

場

合

Z
と
し
ま
す

o

u

た

在

、

義

者

加

藤

翼

か

ら

お

祝

一

子

で

主

。

一

③

日

韓

訴

詩

吟

時

よ

一

高

齢

者

の

た

め

の

5
年

年

金

一

O
資

金

種

類

い

の

こ

-Y
ほ
と
侵
近
の
老
人
霊
の
閉
一
各
地
区
む
と
の
高
客
様
の
と
伸
一
日
重
複
診
療
品
渡

一

一

事

業

開

始

資

金

、

事

業

襲

撃

、

技

る

い

ニ

ュ

ー

ス

な

ど

の

話

が

あ

り

、

ま

り

で

あ

り

、

毒

古

卒

者

多

一

♀

-mム
・
3
)

一

一

た

八

十

歳

以

上

の

方

一

一

宅

O
各
に
は
町
一
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
敬
老
会
に
つ
一

間

四

土

ハ

年

五

年

金

が

支

給

に

な

る

の

で

す

か

ら

す

ば

一

!

再

加

入

の

温

が

聞

か

れ

ま

す

!

一

警

裏

金

、

就

職

支

度

資

金

、

住

宅

事

室

と

交

通

災

害

共

済

加

入

互

い

て

例

希

望

室

主

し

た

ら

陣

義

一

d
q炉
問
躍
rqt時一叩

は

国

民

年

金

の

拠

出

一

色

い

も

の

で

す

。

例

え

ば

こ

の

人

た

一

一

資

金

、

警

資

金

、

由

襲

撃

、

審

贈

ら

れ

色

た

。

続

い

て

平

歳

以

上

一

民

譲

ま

で

お

寄

せ

下

さ

る

よ

っ

お

顕

一

青

木

先

生

。

制
高
年
金
の
支
給
す

2
2
3、
号

室

高

入

車

:

・

喜

一

D
一

筆

で

そ

を

れ

き

と

に

な

一

資

金

、

書

全

襲

撃

、

就

学

二

十

五

名

の

方

長

室

長

一

い

い

が

ま

。

一

日

2
日
・
察
室
、

9
日
・
舗

が
い
よ
い
よ
開
始
さ
一
七
十
七
歳
、
奈
七
十
九
潟
と
な
っ
て
一
安
保

E・g-
月

七

五

O

円

一

り

ま

す

。

一

支

度

資

金

、

修

業

資

金

。

思

盤

整

語

、

9

、

防

現

在

厚

&

義

一

生

、

何

回

:

史

実

習

・

底

許

制

記

長

時

詩

一

長

官

一

一

何

軒

一

お

詩

語

科

一

計

劃

十

祭

器

F
J

一

事

抗

議

記

長

閑

嗣

副

同

属

描

遣

問

皆

様

一

段

日
間
四
日
村
山
一
間
い
れ
は
計
十
れ
¥
む
諮
問
団
げ
当
日
軒
日
一
謡
史
以
わ
れ
れ
日
山
口
日

ιよろ
ζ
ぴ

一

大

わ

れ

軒

下

時

の

迅

速

配

れ

れ

ね

た

矢

ケ

所

長

市

鵠

議

日

間

十

万

話

相

副

市

間

以

吋

面

閉

楢

川

づ

五

日

4
日

屡

君

、

自

主
人
)
で
す
が
一
と
い
え
手
。
緊
い
か
に
国
喜
一
を
か
っ
た
人
も
、
こ
ん
ど
突
で
一

{

(

j

j

j

一

自

周

知

還

を

宮

署

四

一

二

一

一

葉

町

、

大

喜

久

保

、

大

京

一

議

長

Z
E
U持隈
回

一

民

間

臣

民

一

官

壁

育

委

部

、
こ
の
年
金
量
ハ
万
円
で
す
。
十
年
一
に
力
を
入
れ
て
い
る
か
わ
か
る
と
思
い
一
き
る
よ
つ
に
な
り
ま
す
。
保
険
斜
は
月
一
塁
畑
一
隅
祉
黄
金
貸
付
一
年
か
ら
町
内
一
九
年
に
無
線
に
よ
る
学
校
、
謀
、
南
中
学
校
、
下
宿
火
の
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

申

し

あ

げ

ま

す

。

一

2
月
1
日
・
筒
先
生
、

8
臼
・
占
先

ら

一

刊

誌

説

明

員

三

許

認

一

向

日

明

野

注

目

立

制

度

が

で

き

ま

し

た

一

開

設

日

当

時

間

話

刊

誌

ト

時

間

一

皆

さ

ん

の

暖

か

い

御

協

力

で

一

白

;
j
E
q
Z
2
;

一
に
二
万
五
千
八
百
円
納
め
て
六
十
五
角
か
ら
は
年
金
は
い
ま
の
議
選
十
万
一
す
が
六
五
オ
か
ら
は
毎
年
年
金

Eて
て

2
2
5、護
福
祉

720

と

の

震

補

助

は

、

水

戸

妨

害

一

翠

験

問

十

一

万

九

千

円

一

美

し

い

医

療

機

関

の

協

力

言

語

謡

話

通

一
か
ら
は
、
毎
年
一
年
間
に
六
万
円
づ
っ

-E年
死
ぬ
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
二
一
一
高
ず
つ
支
給
に
な
り
ま
す
・
つ
ま
資
金
の
貸
付
制
度
を
設
け
、
昭
和
四
十
一
こ
の
た
び
防
衛
施
設
庁
よ
り
今
年
度
施
設
男
民
生
安
定
護
審
事
業
の
一
日
本
赤
十
字
募
金
に
つ
い
て
は
去
る
一
定
し
て
お
り
ま
す
。
一
臼
警
の
警
な
ど
に
急
病
会
出
一
問
先
生
、
泊
日
・
墜
先
生
。

一

一

一

一

一

v医
縛
機
関
取
話
一
覧

Q
H
u
n
t
u
H
U
U
H
H
n
n
n
n
n
v
一
五
月
百
よ
り
町
内
の
霊
員
さ
ん
、
一
こ
れ
ら
の
募
金
、
血
液
セ
シ
タ
l
一
る
と
誰
も
ほ
ん
と
フ
に
困
る
も
の
で
す
一
塁
室
二
二
二
七
二
重
ニ
七
夜

-
1ム
と
対
戦
、
決
勝
戦
に
応
わ
し
い
熱
ン
ド
に
お
い
て
、
二
十
チ
1
ム
が
参
加
一
各
重
要
ど
を
遜
互
協
刀
を
お
頴
一
施
設
菜
、
献
血
霊
推
進
、
乳
児
院
豆
町
で
は
町
内
医
療
機
関
の
諸
君
一
宮
崎
先
生
一
西
村
O

青
島
、
?
で
優
奪
実
し
、
熱
戦
議
会
求
レ
た
。
今
年
一
い
い
士
、

5
5
5九一
増
設
、
災
誉
教
助
、
看
護
憲
ど
一
男
に
音
色
て
そ
の
よ
っ
な
時
一

Z
2
0八O

一
瞬
れ
の

5
Eて来
る
十
一
央
は
、
各
チ

1
2偶が
さ
ら
に
主
月
一
蚕
喜
一
ニ
一
一
五
、
一
一
一

00互
い
ろ
い
ろ
の
赤
十
字
事
業
福
わ
れ
る
一
皇
室
の
霊
安
っ
て
お
尋
問
一
一
宗
・
一
一
量
ハ
夜

一
日
か
ら
東
京
国
立
競
技
場
を
中
心
に
開
し
、
内
容
の
あ
る
裂
が
多
/
¥
雲
一
対
し
、
達
成
額
一
九
、
四
九
一
再
の
一
こ
と
足
っ
て
す
ま
す
。
す
ま
す
。
こ
の
様
な
こ
と
は
他
の
市
町
一
野
乏
先
生
一
三
ハ
七
O

か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
に
は
応
援
団
違
憲
、
敵
味
方
守
一
額
に
号
一
一
五
の
優
秀
な
成
理
一
募
議
室
い
た
だ
い
た
町
内
及
び
一
対
に
は
少
な
い
よ
る
系
、
許
で
一
中
葉
生
一

δ
一O

一dtdわ詰
註

ii醤をzE
中
忠
心
定
に
全
脅
薗
需
制
開
持
守
什
守1計
詰
ド
軒
吋
持
諸
河
清
晴
諸
時
い
吋
吋
立
11
二

一M
M臼詑詩げげ伐沼ト九臼民一白諒口臥長肘騎吋腎討託立
U杭扶比刊一訂長主れ訂む皇
M討討
れ
れ
一
問
詩
弓
問
堵
晴
以
持
弓ωサ吹

一務務を完め
J

芋t?tレ、
連
護
夜
一
中
産
体
育
露
館
に
忘
お
和
想
や
か
な
去
ム
l
ド
足
に
満
警
ち
、
一
コ
言
一
コ
首
一
百
日
間
号
の
一
で
で
あ
雪
る
霊
員
塁
各
位
宮
の
深
挟
い
色
量
理
解
雪
と
一
米
警
だ
童
が
窓
な
さ
完
れ
て
五
お
り
芸
ま
せ
ん
の
一
犠
牲
を
は
忠
れ
て
特
に
と
協
力
喜
一
箆
先
生
二
五
六
九
一

一
い
猛
練
習
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。
大
会
に
謀
議
長

C
た
。
一
色
協
力
の
お
か
げ
で
号
、
お
ら
感
謝
一
で
意
て
と
協
力
下
さ
る
よ
っ
お
願
い
一
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。
一
大
器
農
協
三
九
一
一

一
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、
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1
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'
一

去
一
一

L
臨

時

的

吋

前

九

1
ム

一

一

明

鳩

山

川

市

胤

一

円

抑

制

山

鳩

山

崎

明

間

協

議

一

山

山

鳩

山

川

市

川

市

川

品

川

知

山

明

一

関

根

ろ

く

え

一

3

1

祭

個

枝

山

形

和

子

げ

れ

れ

し

2
一
の
3
1
2
3
4
1
2
3
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
4
口
宅
2
3
宅
身
山
口
谷
欠
宿
宿
宿
宿
場
桁
国
一
部
励
2
田
川
一
所
各
行
底
夫
学
司
人
あ

タ

柳

ひ

さ

江

1

日
J
一

回

師

団

怖

駄

駄

ト

M
M

馳
馳
耐
神
川
荒
浜
吉
上
中
下
矢
千
胤
第
中
華
成
長
島
器
齢
噌
摘

。

大

内

姫

子

長

f
;
一

舟

北

南

前

原

原

松

食

榔

大

山

磯

験

・

大

会

小

b
v

渡

辺

つ

な

渡

辺

洋

子

一
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注
目
さ
れ
る
十
年
年
金

昭和44年寸 O 月 28日し、"あ

大
巾
ア
ッ
プ
年
金
六
万
円

こ
の
た
び
国
民
年
金
法
の
改
善
突
が
国
会
で
つ
い
に

審
議
未
了
と
な
っ
た
が
重
要
な
民
主
安
静
作
法
な
の
で

近
日
中
に
再
審
議
の
具
通
し
で
あ
る
。
こ
の
中
に
特

に
涼
目
さ
れ
る
も
の
に
老
齢
年
金
と
し
て
昭
和
四
十

六
年
か
ら
支
給
開
始
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
十
年
年
金

が
あ
る
。

…
;
目
覚
ま
し
い
中
学
校
体
育
の
向
上

-
j
i
-
-
全
国
一
少
年
柔
道
大
会
に
南
中
優
勝

お

ii i 
時1
3宅t
E詰去
略事E

22i Z 
222古

お

9 1- 9 ~ 

深深小深

「戸山沼作

圭議毘

佐行克博

レーボール…。~..青年女子パ

全国大会出場権握る

町
長
杯
野
球
大
会

原
研
大
洗
チ
i
ム
優
勝

東
茨
城
郡
体
育
大
会
に
お
い
て
昨
年
一
対
戦
、
勝
田
市
を
2
1
0
、
新
治
郡
代
一
7
1
ル
大
洗
野
球
部
主
催
に
よ
る
、

に
引
斉
続
き
川
出
陣
し
た
青
年
女
子
パ
レ
一
表
を
2
1
0
と
破
D
、
潜
決
勝
に
お
い
一
恒
例
の
第
十
一
田
町
長
杯
争
奪
町
民
殺

l
ボ
ー
ル
は
、
さ
る
九
月
十
三
日
、
熊
一
て
那
珂
郡
代
表
那
珂
町
チ
ー
ム
を
2
1
一
陣
野
球
大
会
が
十
月
十
日
、
ス
ポ
ー
ツ

立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た
県
一
0
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
レ
ー
ト
支
勝
ち
一
の
日
を
皮
切
り
に
、
三
日
間
に
わ
た
D

大
会
に
お
い
迂
需
代
表
チ
1
ム
と
一
章
、
決
勝
戦
は
義
筑
波
郡
代
表
ザ
仁
協
同
げ
一
フ
ワ
ン
ド
、
南
中
グ
一
フ
ワ

…東家燕大丞をむかえ・・;
;@。。
…楽しい敬老会……。

大洗町民貌畿{町千杯)野球試合結果
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